
子
ど
も
た
ち
は
、
地
蔵
盆
を
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
身
近
な
お
地
蔵
様
で
す
が
、「
山

椒
大
夫
」
の
伝
説
で
、
丹
後
か
ら

逃
れ
て
き
た
厨
子
王
丸
を
救
っ
た

お
地
蔵
様
が
、
朱
雀
裏
畑
町
の
権

現
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
物

語
で
は
、
七
条
朱
雀
野
の
地
蔵
堂

に
助
け
を
求
め
、
つ
づ
ら
の
中
に

か
く
ま
わ
れ
ま
す
が
、
追
っ
手
が

訪
ね
て
き
た
と
き
に
は
、
そ
の
お

地
蔵
様
に
代
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
お
地
蔵
様
は
、
次
の
な
に

地
蔵
と
い
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

�
身
代
り
地
蔵

�
身
守
り
地
蔵

�
身
近
な
地
蔵

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答
え
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

の
ほ
か
紙
面
へ
の
感
想
を
書
い
て
、

８
月
３１
日
（
月
）
必
着
で
、
〒
６００

―

８
５
８
８
（
住
所
記
載
不
要
）
下

京
区
役
所
総
務
課
「
謎
と
き
�
下

京
」の
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２
人

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

当
選
の
発
表
は
、
記
念
品
の
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
解
答
は
１０
月
１５
日

号
に
掲
載
し
ま
す
。

６
月
１５
日
号
の
解
答

い
み
た
け
だ

祇
園
祭
の
斎
竹
建
て
の
儀
式
で

建
て
ら
れ
る
の
は
�
竹
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

毎年８月２０日前後の
土日に特別公開

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

主催 七条少年補導委員会
安寧・大内・梅逕支部

広々とした梅小路公園の芝生の
上で、児童・生徒・学生たちの創
り出す素晴らしい音楽を一緒に楽
しみましょう。
日時 ９月１２日（土）

午後４時～７時ごろ
場所 梅小路公園芝生広場
※雨天時は、梅小路小学校体育館
で開催
出演 下京中学校吹奏楽部、梅小
路ふれあいコーラス＆シュネッケ、

龍谷大学付属平安中学・高校吹奏楽部、
塔南高校吹奏楽部、鳥羽高校吹奏楽部、
京都府警察音楽隊＆カラーガード隊
費用 無料
� 安寧・大内・梅逕の各少年補導委員会
�fureai�concert2@hotmail.co.jp

みやこ

京カレッジ後期受講生募集
「大学のまち京都」ならではの知の集積を活かした、社会
人のための講座「京カレッジ」の後期受講生を募集します。
詳しい内容や出願方法などは、キャンパスプラザ京都、
まちづくり推進課などで配布している「２００９年度京カレッ
ジ生募集ガイド」及び「後期登録ガイド」をご覧ください。
受付期間
�郵送 ８月１５日（土）～２９日（土）必着 �持参 ８月
２２日（土）～２９日（土）午前９時～午後５時 ※月曜日休館
� （財）大学コンソーシアム京都 京カレッジ係（�３５３―９１４０）

下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会（
区
社
協
）

で
は
、
昨
年
度
、
区
内
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
横
の

つ
な
が
り
と
情
報
交
換
の
場
と
し
て「
下

京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
」（
現
在
１６

団
体
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

参
加
団
体
の
中
か
ら
、
結
成
１５
周
年
を

迎
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
タ

ン
ポ
ポ
」
を
紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、い
き
い
き

と
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

�

下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
�
３６１
・
１
８
８
１
）

区社協が主催した平成５年
度ボランティアスクールの修
了生９０人余りの仲間たちで平
成６年４月に結成。デイサー
ビスや老人福祉センター、入
浴サービスの手伝い、そして
地域の福祉活動、下京区と区
社協との連携事業である「下

京区ふれ愛ひろば」や「下京区総合防災訓練」にも参加し
ています。阪神淡路大震災の際には芦屋市民センターでの
炊き出しに参加し、その後数年間はいろいろな施設に伺い
ました。平成１９年度の防災訓練では、８００人分の豚汁作りに
その経験を生かし、「京都市下京区災害ボランティアセンタ
ー」の災害ボランティアに全員が登録しました。
これからも、思いやりの精神を大切に一層の努力を重ね、
ボランティアの輪を広げていきたいと思っています。

予知が難しい地震と違い、台風や大雨
はある程度の予測ができます。日ごろか
ら十分な対策を立てておきましょう。
Ｑ 「台風」とは何ですか。
Ａ 熱帯の海上で発生する低気圧（熱帯
低気圧と呼びます）の中で、北太平洋域
に発生して、中心付近の最大風速がおよ
そ秒速１７メートル以上に発達したものを
台風と呼びます。
日本列島には、毎年
多くの台風が接近また
は上陸し、大雨と強風
により大きな被害をも
たらしています。ラジ
オやテレビなどの台風
情報に注意して被害が出ないように備え
ましょう。
Ｑ 「集中豪雨」とは何ですか。
Ａ 集中豪雨とは、短時間のうちに狭い
地域に集中して降る豪雨のことです。
狭い地域に限られ突発的に降るため、
予測は比較的困難です。中小河川の氾濫
や土砂崩れ、がけ崩れなどによる大きな
被害が予測され、普段からの十分な警戒
と対策が必要となります。

Ｑ 注意報、警報、気象情報とは？
Ａ 大雨や強風などのときに発表される
注意報や警報は、各地域の住民に注意を
呼び掛け、災害による被害をできるだけ
少なくするためのものです。
注意報は、災害が起こる恐れのあると
きに、警報は重大な災害が起こる恐れの
あるときに発表されます。気象情報は、
注意報や警報に先立って注意を促したり、
注意報や警報の補足や防災上の注意を解
説する場合に発表されます。
Ｑ 台風や豪雨が近づいてきたら？
Ａ 次のことに気を付け
てください。
�情報を正しく把握する。
�外出は控え、外出して
いたら早めに帰宅する。
�家の周りを点検し、飛
ばされそうな物は室内に取り込むか、
しっかりと固定する。
�雨戸は閉め、戸や窓のすき間をふさぐ。
	停電に備えて懐中電灯などを用意する。
（予備の電池も忘れずに）

いつでも避難できるように非常用持出
袋を用意する。
�浸水に備えて家財道具をできるだけ高
い所に移動する。
�お年寄りや身体の不自由な方などは、
より安全な場所へ避難する。

ガスの元栓は閉める。
�家族で避難場所や経路の確認をする。

取り付けましたか？住宅用火災警報器
今お住まいの住宅には、平成２３年５月
３１日までに設置が必要です。

� 下京消防署（�３６１―４４１１）

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う

君
で
す
。

今
回
は
、
台
風
や
大
雨
が

引
き
起
こ
す
風
水
害
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

風水害に備えましょう！けすぞう君の防災 Q&A

第１３回

〜
音
楽
で
地
域
の
人
々
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
〜

８／２６
（水）

９／１２
（土）

私たちタタンンポポポポはは
いいききいいきき活活動動中中でですす

梅梅小小路路ふふれれああいい
ココンンササーートト
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日
時

８
月
２６
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

場
所

池
坊
学
園
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル
（
室
町
通
四
条
下
る
）

テ
ー
マ

「
人
権
と
私
」
〜
福
祉
歌
謡
を
通
じ
て
〜

対
象

下
京
区
民
の
方

定
員

約
２００
人

費
用

無
料

申
込
み

不
要〈
手
話
通
訳
申
し
込
み
は
、
８
月
１４
日
（
金
）

ま
で
〉

網野ひとみさん
（歌手）の歌と
お話

「
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」を
開
催

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
に
よ
り

延
期
し
て
い
た「
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」

を
人
権
強
調
月
間
に
あ
た
る
今
月
、
改
め

て
開
催
し
ま
す
。

つ
ど
い
で
は
、「
み
ん
な
が
感
謝
や
温
か

な
心
を
持
ち
、
手
を
取
り
合
う
社
会
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
願
う
網
野
さ
ん
の
お
話

と
、「
愛
・
尊
敬
・
感
謝
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
福
祉
歌
謡
を
お
聞
き
い
た
だ
き
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
、
人
権
を
大
切
に

す
る
習
慣
が
根
付
く
よ
う
、
共
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
�
３７１
・
７
１

７
０
）

（３） 市 民 し ん ぶ ん 下京区版第１６４号平成２１年８月１５日


